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学
内問
題
対
策
協
議
会
〈略
称
学
対
協
〉
が
活
勤を
始
め
て
一年
以
上
層
経
過
し

た
。し
か
し
こ
の
間
、
学
内
の
政
治
情
勢
の急
激
な
変
化
と
、
学
外
の
政
治
楮
勢
の

激
動
の中
で
、
ま
った
く
置
き
忘
れ
ら
れ
た存
在
のよ
づ
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

あ
ら
ゆる
要
求
を
取
り
上
げ
て
闘
う
民冑
韓
統
一派
の
同
学
会
指
導
権
掌
握
以
後
、

学対
協
は
、
増
々
そ
の
影
を
薄
め
て
ゆく
。五
者
A護
と
い
う
艶内
問
題
共
闘
体
制

が
九
月頃
か
ら
で
き
た
の
も
大
き
な
影
響
を持
った
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
、
両
者
共

ま
った
く
無
活
動
状
態
と
い
って
も
過
言
では
な
か
ろ
う
。
で
は
、
学
対
協
が
ど
う

し
て
、
無
力
な
、
学
生
団
体
の
利
害
調整
機
関
と
し
て
し
か
存
在
し
得
な
い
の
か
。

五
者
会
談
と
の
関
係
、
学
内
問
題
の
重
要性
が
増
々
大
き
く
な
って
い
る
現
在
1
例

えば
、
七
十
周
念
記
念
事
業
問
題
学
生
会館
、
サ
ーク
ル
ボ
ソ
ク
ス
問
題
等
-
学
対

協
の役
副
は
何
で
あ
る
の
か
を
、
過
去
の総
括
の中
か
ら
以
下
し
、
述
べ
て
み
よ

う
。

(編
集
邸
)

情
勢
に
応
じ
た
雑
居
性

ま
ず
、
学
対
協
発
足
当
時を
顧
り
み

る
な
ら
、
そ
の
母
体は
、
三十
九
年
、

有
志
と
ク
ラ
ス
代
表
から
な
る
「学
生

ゆ

会
館
準
備
委
員
会
」
であ
ろ
う
。
し
か

し
為
学
館
準
備委
は、
大
学
が
、
特
に

奥
田
学
長
が
就
任し
て
以
後
、
厚
生
施

殿
拡
充
を
重
点
政策
と
し
て
進
め
る
方

針
を
打
出
し
て
、寮
、
学
館
建
設
を
取

り
上
げ
た
の
に対
し
、
当
時
、
文
部
省

の
政
策
に
よ
る
、学
館
逡
馨

圖
に
対

応
す
る
も
の
とし
て
、
発
足
し
た
も
の

で
あ
る
。
特
に
前年
の
広
島
大
学
に
お

け
る
〈
当
時
森戸
辰
男
総
長
〉
学
館
闘

争
の
敗
北
は
、
一部
分
の
学
生
に
負
機

醸
を
寧
えて
いた
.
し
か
し
一般
学
生

の
聞に
は
危
機感
と
し
て
は
映
ら
ず
、

ま
た
旧
同
学A鎗
導
悪

セ
ク
ト
争
い

雛
譜
甑雛
翻

壁
ー
利
害
調
整
機
関
と
し
て
発
足
i

位
置
づ
け
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
よ

う
。
そ
れ
ゆ
え
に、
掌
館
準
備
委
は
実

体
と
し
て
、
学
内
に根
を
お
ろ
す
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
でき
得な
か
った
。

し
か
し
三
十
九
年秋
に
は
、
当
時
、

二
千
人
禦
建
設を
ス
ロガ
ン
に
、
寮
生

を
中
心
と
し
た
増
築
運
動
が
盗
り
上

り
、
体
育会
は
、
宇
治
の
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
、農
学部
ダ
ラ
ウ
ン
ド
・吉
田
グ

ラ
ウ
ンド
整
備
間
題
を
か
か
え
、
生
協

は
、本
部
地
下
の
食
堂
、
鯖
売
部
の
拡

充
、
A霧
館
地
下
学
生
搾
室
問
題
、
西

部
食
堂改
修
問
題
、
生
協
の
水
光
費
大

学
援
助問
題
等
が
、
具
体
的
か
つ
、
決

定
的な
時
点
を
持
と
う
と
し
て
い
た
の

であ
る
。
そ
こ
に
掌
内
的
運
動
基
盤
壷

見
出
した
同
学
会
が
、
中
心
と
なり
、

九
月末
頃
よ
う
や
く
「学
内
閻
題対
策

協
議
会
」
と
い
う
、
学
内
間
題
の
共
闘

漏.川吊編脚・
6・.

 

機
関
へ
の
動
き
で
現わ
れ
、
三十
九
年

九
月
正
式
に
発
足
し、
西
部
に
そ
の
拠

点
を
置
き
、
同
学会
厚
生
部
が
、
議
長

を
す
る
こ
と
に
な
った
。
そ
れ
が
、
十

月
㌧
宇
治総
含グ
ラ
ソ
ド
整
地
を
ロ
実

と
した
、
宇治
構
内
目
衛
隊
演
習
事
件

が
起り
、
よ
う
や
く
五
者
に
よ
る
学
対

協が
実
質
的
活
動
を
始
め
た
と
雷
え
よ

う
。

×

X

そし
て
十
二
月
学
館
準
備
委
は
、
同

学
会
厚
生
部
に
吸
収
さ
れ
、
学
対
協
は

四書
に
よ
って
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

った
が
、
四
者
の
聞
に
は
各
々
、
徽
妙

な
か
つ璽
要
な
思
想
明

行
助
的
差
異

が
あ
った
。
当
時
の
寮
生
の
聞
に
は
、

同学
会
に
対
し
、
政
治
的
に
利
用
さ
れ

る
こと
を
嫌
う
、
い
わ
は
、
自
治
会
不

倦
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
し
、
体
育

経
済
研
所
長
に

青
山
秀
夫
教
授

京
大
経
済
研
究
所
は十
日
、
三月
宋
に

定
年
退
官
す
る
岸
本誠
二郎
所
畏
の後

任
に
青
山
秀
夫
教授
を
選
ん
だ
。
任
期

は
四
月
一日
から
二年
。

会
は
、
最
初
か
ら、
字治
グ
ラ
ン
ド
予

定
地
の
宇
治
寮
立退
き
問
題
、
学
生
会

館
敷
地
と
グ
ラ
ンド
、
体
育
サ
ー
ク
ル

利
用
地
〈
テ
ニ
ス
コー
ト
等
〉な
ど
で

他
学
生
団
体と
の利
嵜
調
整
を
目
的
と

し
て
いた
。
それ
が
決
定
的
な
時
点
を

迎
え
た
の
が四
十
年
一月
、
大
学
が
こ

の
よ
う
な
学
生側
の
共
闘
機
関
の
突
き

上
げ
に
よ
り、
学
生
部
の
み
で
は
学
校

側
の
各
部局
の利
冨
対
立
が
起
って
き

た
。
具
体
的に
君
え
は
、
教
餐
部
校
内

に
予
定
され
た
、
学
生
会
館
が
、
突
然

教
養
都学
生
会
館
と
な
り
ね
そ
の
智
繕

糧
が
学
生部
か
ち
教
養
部
へ
移
り
、
学

対
協も
す
ぐ
さ
ま
、
教
養
部
長
交
渉
へ

と
相
手
を
変
え
ね
は
な
ら
な
く
な
った

り
、
学
生
側
が
一致
し
て
推
し
た
、
新

徳
館
跡に
対
し
て
、
学
生
部
と
他
学
部

の教
官
と
の
間
に
対
立
を
起
さ
せ
、
学

生側
は
、
大
学
側
の
混
乱
を
追
求
し
、

学
生
側
と
の
交
渉
相
手
を
一本
化
す
る

よ
う
要
求
し
た
。

そ
し
て
四
十
暉
一月
、
奥
田
学
畏
の

諮
問
械
関
と
し
て
、
厚
生
施
設
整
備
委

員
会
(各
学
部
教
援
会
代
表
、
学
生
部

表
、
次
長
、
で
結
成
)
が
発
足
し
、
こ

こ
で
各
部
局
の
利
轡
を
調
整
し
、
学
対

協
と
合
同
委
員
会
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
こ
の
合
同委

員
会
お
よ
び
、
厚
生
施
設
整
備
委員
会

〈略
称
整
繍
委
〉
の
実
質
的
撰
限
と
、

活
動
内
容
は
曖
陳
で
、
同
学
会
、
体
育

会
は
、
「学
生
障
生
施
設
整
構
委員

会
」
と
し
て
、
合
同
委
員
会
を
決
定
桟

関
に
す
る
よ
う
要
求
し
た
が
、
寮
生は

決
定
権
は
、
各
団
体
と
の
個
別
交渉
で

決
定
す
る
よ
う
要
求
し
、
大学
側
も、

諮
問
機
関
で
あ
り
、
全
学
的な
決
定
機

置閥
と
な
り
得
な
い
。
また
、
諮
問
内
容

の
決
定
権
は
整
備委
が持
ち
、
合
同
委

で
、
そ
の
調
整
を
弓る
と
主
張
し
、
ま

っ
た
く
一致
のな
い
ま
ま
為
一月
～
四

月
に
あ
け
て、
学生
会
館
の
敷
地
問
題

が
、
新
徳
館
跡を
王張
す
る
学
生
側
と

そ
れ
を
拒否
す
る
大
学
側
の
対
立
が
続

き
、
ま
っ
た
く交
渉
は
ゆ
ぎ
づ
ま
って

し
ま
い、
合
同
委
の
権
限
、
活
動
も
曖

昧
な
ま
ま
繁、
生
協
、
は
各
々
、
熊
野

新
寮
闘
箏、
本
部
地
下
生
協
拡
充
闘
争

に
全
力を
上
げて
ゆ
き
、
増
々
学
対
協

の
足
並は
揃
わ
な
く
な
った
。
し
か
し

な
がら
、
五
月
、
大
学
側
が
学
館
の
第

二
原
案を
(現
在
のオ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ボ

ソ
クス
、
吉
田
寮
食
堂
跡
)
提
出
し
た

時
、
四
者は
、
特
に
寮
生
の
強
力
な
反

対
に会
い、
学
生
側
の
第
一原
案
(新

徳
館
跡)
と
再
び
対
立
し
、
続
い
て
第

三
原案
(現
木
造
研
究
室
11
吉
田
グ
ラ

ウ
ンド
と
吉
田
食
堂
間
)
第
四
原
案

(現軟
式
テ
ニス
コー
ト
内
)
と
め
ま

ぐる
し
く
変
化
す
る
間
、
学
対
協
は
、

ま
った
く
策
、
体
育
会
、
岡
学
会
、
生

協
の利
害
調
整
の
場
と
し
て
し
か
活
動

でき
ず
、
学
館
の
内
冨
は
、
同
学
会
が

一方
的
に
立
案
し
た
設
罰
図
が
あ
っ
た

のみ
で
あ
った
。
結
局
体
育
会
が
譲

り
、
第
四
原
案
が
敷
地
と
し
て
決
簿さ

れ
た
が
、
六
月
、
自
治
会
選
挙
で
、
同

学
会
指
導
部
交
替
に
よ
り
、
学
対
協、

合同
委
もそ
の
性
格
を
ま
た
変
え
て
い

った
。
こ
こ
ま
で
を
ま
ず
第
一期
と
し

て
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
学
対
協
が
三
十
九
年
か
ら
四

十
年
六
月
ま
で
果
し
て
また
役
劃
と、

そ
の
問
題
点
を
上
げ
て
み
るな
らは

(一)
髪
淵協
が
発
足
し
て、
そ
れ

ま
で
各
掌
生
団
体
が
個別
に
問
題
を

学
生
部
各
学
部
に
働き
か
け
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
(逆
に
言え
ば

同
学

会
の
弱
体
化
と
言え
る
が
)
点
を
、

一本
化
し
た
大
学側
と
の
交
渉
の
場

を
曜
け
、
学
内
コミ
ュ
ニケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
設
けた
。

(二
)
学
館
の敷
地
、
総
合
グ
ラ
ン

ド
・(
弓
館地
下
学
生
控
室
、
本
部

聖
協
移
転等
、
少
な
く
と
も
員
体
的

な
計
圃
へ
のゲ
モニ
ー
を
学
生
側
が

握
り、
学
館
敷
地
は
新
徳
館
跡
を
勝

ち
とれ
なか
った
が
、
A
鍔
館
地
下

学
牛撞
室、
線
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
自
衛

隊
整
地利
用拒
否
、
本
部
地
下
生
協

拡
充
、光
熱
水
料
大
学
授
助
等
を
獲

得
し
てき
た
。

(三
)に
も
か
か
わ
ら
ず
、
掌
対
協

内
部は
ま
った
く
利
署
調
整
の
場
で

あ
り、
共
周
作
業
が
不
可
能
で
あ
っ

た
。(四

)合
同
委
の
樒
限
、
内
容
的
整

理
が非
常
に
曖
昧
で
あ
り
、
全
て
未

調
整
のま
ま
各
学
部
教
官
の
主
張
や

学
生団
体
の
主
張
が
行
な
わ
れ
た
。

(共
同
作
粟
に
よ
る
携
想
が
な
し鶴

な
か
った
点
も
反
映
し
て
い
る
だ
ろ

う
が
)
、
そ
れ
が
、
合
同
委
発
足
以

後
学
長
の
諮
間
機
関
か
ら
、
学
生
部

長
の
諮
問
機
関
へ
の
格
下
げ
を
も
た

ら
し
(こ
の
点
は
い
つ
の
間
に
行
な

わ
れ
た
の
か
ま
った
く
学
生
側
はわ

か
らな
か
った
。
)
増
々
、
合
同
委

を
、全
学的
な
構
成
を
持
ち
な
が

ら
、
形式
的
な
も
の
、
合
同
委
-

整
備
委
-
学
生
部
長
-

学
長
と

い
う
榎
雑
、
煩
雑
な
も
の
に
し
て
い

うた
。
撫
な
ど
が
、
特
摯
さ
れよ

う
。

　

で
は
、
な
ぜ
同
学
会
と
い
う全
学
を

代
表
す
る
、
自
治
会
が、
学内
問
題
に

お
い
て
、
そ
の
弱
体
ぷり
を
呈
し
、
学

対
協
と
い
う
学
生団
体
の利
吾
調整
の

場
を
必
嬰
と
し
、
それ
ゆ
え
に
、
共
同

作
業
に
よ
る
学生
運
動
の
基
盤
を
旧
同
一

繕
鱗
鑓
雛

全
国
の
掌
生
運動
の
安
保
型
運
動
の
最
　

後
の
拠
点
と
して
残
った
。
こ
の
嶽
が
「

現
在
的
に
やは
り
最
大
の
悲
劃
的
関
西

の
学
生
運
動
を提
出
さ
せ
て
い
る
の
で

は
な
か
舞

甕

(全
学
墨

式
)
学
生
還
動は
、
結
果
的
に
で
は
あ

る
が
安
保
後
の状
況
に
は
生
き
得
ぬ
も

の
で
し
か
な
か
った
。
大
智
法
闘
争
を

闘
う
中
で
、
駁大
に
お
け
る
旧
主
流
派

活
勤
家
は
、安
保
型
運
動
に
危
機
を
確

か
に
感
知
し
て
いた
。
第
三
期
学
生
運

動
は
提
唱
さ
れ、
大
衆
を
基
盤
と
し

た
、
政
治
路
線は
何
度
も
確
認
さ
れ
な

がら
も
、
あ
まり
に
も
、
図
式
化
さ
れ

た
運
動
形式
と
、
日
常
生
活
段
晒
で
の

コ
ミ
ニ
ケ
ーシ
ョン
活
動
の
嫌
悪
が
、

逆
にプ
チ
ブ
ル、
イ
ン
テ
夏
ゲ
ン
チ
ア

と
し
て
の運
動
の
限
界
性
を
政
治
図
式

に
あ
ては
め
て
し
ま
った
の
で
は
な
か

る
つか
。
(あ
ま
り
雑
な
結
鎗
で
批
難

さ
れ
る魚
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
大
局
的

には
こう
書
え
る
だ
ろ
う
、
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
い
つ
か
別
問
題
で
貌
じ
た

辮灘

'量実

霧

圭

義
鍋

響棄
W
諭
瑞

禰
点
OO
朋

カ

ン

ト

全

集
く
蒜
数路衰地翼学奎愚轟略゚。。。㎜

ヤ

ス

パ

ー

ス

選

集雑飯賜誠㎜(占騨懇=磁朧

姻書
或
篇
微
蜂鰭
薦
鱗蝶

○町誤

理

想

社1

い
)
、
大
學
に
お
け
る
学
生
大衆
の質

ら

的
変
化
と
論
体
制
の教
育
の
再
編
成

は
、
我
灯
が
想
像
す
る
よ
り
進
展
して

ロ

い
る
。
小
手
先
の
政
治
的感
覚
によ
る

問
題
意
識
の
普
遜
化
匹
学
内流
動
化
は

も
は
や
政
治
感
覚
と
は直
繕
レ
な
いま

で
学
生
大
禦
は
変
質
して
き
て
いる
の

を
我
々
は
響
過
する
こと
は
で
き
な

い
。
こ
の
申
に
あ
って
、
周
志
社
大
学

の
学
館
の
勝
利
は、
学生
運
勲
に
、
一

つ
の
方
向
控
を
与
え
た
かど
う
か
。
民

膏
統
一派
の
、
大
学民
主化
運
動
と
、

あ
ら
ゆ
る
要
求
路線
、
五
者
会
議
の
役

割
な
ど
、
多
く
の問
題
点
を
論
じ
な
け

れ
ば
、
現
盤
階
にお
け
る
学
対
協
の
間

題
は
浮
彫紀
さ
れ
て
こな
い.
以
下
次

号
で
述
慌
5
こ
と
にす
る
(ー
)

一二≡

≡
≡
葦

=一=
一≡
=≡
三
一三
一「=
菱
三
三
≡
三
=
}圭
一≡
≡
≡
三
=
一=三
三
葦

三
≡
箒
一≡
≡
【≡
一三
≡
≡
一≡
一=
…
三
三
≡
一一一≡

三
㎜三
三
一三
三
一歪
=
=三
≡
二
三
一一≡
三
≡
=
三
=
≡
一一…
≡
一≡
著

七
六
五
人
が
棄
権

本
年
度

口

■

実
質
倍
率
は
昨
年
並
み
に

去
る
三
月
三日
・四
日
・五
日
の
三

日
間
に
わ
た
っ
て昭
和
四
十
一年
度
の

入
学
試
験
が
行
な
わ
れ
た
2
「年
は
雨

に
た
た
ら
れ
て
、
二
日
、
四
日と
も
雨

の
は
げ
し
く
降
る
中
で
の
受
験
と
いう

こ
と
に
な
った
。
今
年
も
例
年と
同
様

志
願
者
(九
二
=
人
)
の
八
%を
上

回
る
七
六
五
人
の
欠
席
者
が
あ
り、
実

質
倍
率
は
名
目
管
率
(三
・九
%〉
を

か
な
り
下
まわ
り
、
去
年
の実
質
倍
率

(三
・O
%
)
を
わ
ず
か
に
上回
る
三

・
一彩
に
と
ど
ま
っ
た
。
今年
は
新
傾

向
制
に
よ
る
は
じ
め
て
の
入試
であ
り

ま
た
叢
大
の
人
数
の
受
験
生を
か
か
え

た
人
試
で
あ
っ
た
の
で
、
かな
り
管
率

は
高
く
な
ろ
こ
と
が
予
想さ
れ
た
が
、

い
さ
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と、
予
想
よ

り
か
な
り
下
ま
わ
り
、
ほ
ぽ平
年
な
み

に
落
ち
つ
い
た
。
そ
の
ため
、
一点
を

争
'つ激
戦
が
予
想
さ
れ、
入
試
の
悲
菖

劇
が
か
な
り
多
く
み
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思わ
れ
る
.
今年
も
こ
こ
数
年

の
傾
向
通
砂
、
受
験
牛
に
っき
そ
って

く
る
父
兄
が
増
え
、雨
の降
る
中
を
、

心
配
そ
う
寛
受
験
生を
待
って
いる
姿

が
あ
ち
こ
ち
に
みら
れた
.
今
年
の
問

題
は
例
黛
ど
お
り
、
〃京
天ち
し
い
∬

タ

と
い
う
形
答
詞
の
つく
問
題
が
多
く

新
傾
向
に
な
っ
ても
、今
ま
で
の
寅
天

製
鞭
難
蘇
難

り
し
て
い
な
い
が、
十
七
日
ご
ろ
か
ら

.各
学
部
別罵
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。

吉
田
寮
南
庭
に

娯
楽
場
建
設
進
む

寮
執
委
で
は
抗
議

吉
田
寮
南
庭
に
、
撞
球
場
と
麻
雀
、
娯

楽
室
を
、
楽
友
会
館
の
付
属
施
設
と
し

て
、
お
よ
そ
五
百
万
円
か
け
て
建
投
す

る
工
扇
が
現
丘
遊
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
吉
田
寮
執
行
委
員
会
(斎
藤
郁

夫
委
員
畏
、
農
3
回
生
V
は
、吉
田
禦

の
敗
地
は
、
将
釆
、
新
吉
田
繁
ζ
し
て

建
て
直
お
す
註
圃
が
あ
り
、
当
局
も
認

め
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
す
、
撞
球

試 験場 の 下 晃に 集 った 愛験 生 た ち

場
の
如き
,娯
楽
施
設
を
大
き
く
敷
地

内
に逡
設
ず
る
こ
と
は
反
対
す
る
と
九

日、
学校
側
に
抗
議
し
た
。

し
かし
学
校
側
は
、
事
務
局
が
、
楽

友
会
館
お
よ
び
そ
の
敷
地
の
冒
理
橿

を
持
って
お
り
、
学
生
部
は
、
文
句

が言
え
な
い
と
し
て
、
回
答
を
瑳
け

た
ため
、
十
二
日
、
寮
生
と
学
校
側

が
詣し
合
う
こ
と
に
な
った
。

こ
の
霞

・
昨
年
・
学
禰

が
・

外
人
寄宿
會
を
建
て
る
計
画
と
し
て
十

月
着
r矛
一る
予
定
て
あ
った
も
の
が
、

寮生
の
強い
反
対
に
会
い
、
V
消
え
に

な
っご
いた
も
の
て
、
当
局
は
、
再
び

外
尤
協宿
會
を
.
今
度
は
、
楽
友
会
館
一ロ

肋紳
蕎
轄
鑓
麩

を
東
側
11
吉
田
寮
南
庭
内
に
建
て
る
案

を
強
く
押
し
、
既
に
、
塵
棄
処
分
に
な

って
い
た
、
東
庫
を
取
壊
し
始
め
て
い

る
。委

員
会
で
は
、
楽
友
会
館
と
いう
湘

社
交
施
設
が
、
学
生
に
と
って
不必

蜜
で
あ
る
は
か
り
か
、
大
学は
、
現

在
、
京
大
会
館
な
る
大
社
交
施設
を

計
国
し
て
ヒ
る
。
そ
の
上付
属
施設

と
し
て
娯
楽
場
を
、
そ
れ
でな
く
て

も
狭
い
、
京
木
干
ヤ
ン
バ
ス
内
に作

る
大
学
側
の
無
神
経
さ
は許
せ
な

い
。
障
生
施
設
の
拡
充
を
唱え
る
学

校
側
の
無
★
伍
さ
を
示
す
も
ので
あ

る
。
数
百
万
円
も
か
け
る
金
あ
れ

ぱ
、
吉
田
寮
の
不
潔
で
、
壊れ
た
便

所
の
改
築
や
、
学
内
の
躍
生施
設
、

と
く
に
掌
生
、
職
員
の
厚
生施
設
を

拡
充
で
き
る
.
委
員
会
と
して
も
、

吉
田
新
禦
土
地
獲
保
の
た
め
にも
隔

大
学
側
の
無
資
任
な
、
庫
生施
楽
政

策
に
抗
議
す
る
も
の
と
し
て娯
楽
場

建
設
を
阻
止
す
る
乙
と
を
決め
て
お

り
、
こ
ん
ご
の
な
り
ゆ
き
が、
注
目

さ
れ
る
。

◇
生
協
地
下
書
鰭
都

①
「あの
人
の

生
き
た
よ
う
に
ー
グ
エ
ン
・バン
・チ

ョイ
の
妻
の
記
鎌
「
(新
日
本
出
版

社
)
②
勝
田
。松
田
編
「家庭
の
教
育

全
四
巻
」
(岩
波
書
店
)
③
「毯
界
文

学
全
集
・
阿
Q
正
伝
、
狂
人
日
紀
」

河
出
書
房
)
④
米
山俊
直
菅
「N
H
K

現
代科
学
講
座集
団
の生
態
」
⑤
野
間

宏
習
「青
年
の環
」
(河
出
書
房
)

◇
ナ
カ
ニ
シヤ
書
店

①
「新
し
い
数

学
」
(矢
野
健太
郎
・岩
波
新
書
)
②

「世
界
文学
金
集
・戦
争
と
平
和
」

(河
出書
房
)
③水
田
洋
「マル
ク
ス

主
義入
門
」
(光
文
社
)
④
「世
界
の

名
習
ニ
ーチ
ェ」
(中
公
)
⑤
「現
代

日本
と
マ
ルク
ス
主
義
2
・統
一戦

線
」
(響
木
書
店
V

お
知
ら
せ

都
合
に
よ
り
三
月
七
日
縛は
休

刊
し
ま
し
た
。
連
戴
コ
ラ
ム

「世
界
の
肴
者
」
は
休
載し
ま

す
。

(編
纂
部
)

懸
灘

(中
閲
子
諭
30
年
の
時
点
で
理
暇暫
が
自
ら
爵
る
朱来
像
)

㎜
自由祉4朋

鰹
嚢

軽
済
政
策
ど
う
あ
る
べ
毒
か
・・…
・
土

屋

清

露
選

　

1
」

「晋
海
」の
大
犠
文
章

・…
・

三
〇
複

へ
の

へ
霊

"・

麻布新遣土町11/

 

中
共
の
習

警

更

.・…

.
隣
擁

霧

塞
肇

駆郡

動師
鴨能
黍
臥
燗激
縢
ゼ
～

麿
木
口

三

}

●
安
保
闘
争
の
思
葱
的
総
括

轟

果
て
し
な
羅

のな
か
で
反
権
力
の
思
想

『 鵬と
運
動
は
安
保
の
教
訓
に学
ば
ねば
な
ら
な
い

主
要
目
次
■
谷
川
雁
闘
定型
の
超
克
/
實
本
瞳
略隆

弱
闘
擬
制
の
終
鷺
/
填
谷墾
禰閲
自
己
糎
力
へ

の
幻
想
/
繰
素
和喪
⊥
ハ月
行
動
の
政
治
と文

学
/
梅
本
寵
已
悶
民
主主
義
と
暴
力
と
前
衛
/

黒
田
覧
一罐
党
物
神
崇拝
の
崩
壊
/
6
篇
収録

吉本 明評論集

系
醐

正
粉

と
賦

臨異
鵬
擬制の纏焉
蘭葬遂と自立<5版>600円

〈好評重版〉

竹内芳郎薯

実存的
<2版>830円

ニー_顛 璽旦購
ズムのさなかで超越的支柱を拒否して
若闘した自由な精神の軌跡に肉迫する

白井健三郎薯<5版>500円

実存主義と革命
サルトルにおける思想と文学のトータ
ルな解明を通して、輩命と人間・美と倫理

のダイナミズムを平易に考察する

田島節夫著<2版>650円

翻韓難 轟蕪
動・マルクス主義との関連という三つ
の視角から今日的課題を鋭く追求する

ラーヤ・ドゥナエフスカヤ/三浦他訳

疎 外 と 革 命
マルクヌ主醸の喜麹■来日しわが新左
翼と交流した著者がその人間主義的マ
ルクス主義を確立する〈2版〉菅500円

∠

確
率
と
そ
の
応
用

タ イヤ モ ン ド社 東細/錨 鯨25976

森
村
英
典
著

轟團
八
〇
田
〒90

現
実
の
問
電
奎

ぎ
に
よ
垂

われ
る整
丁
ー婁

ー

を
、
む
ず
か
し
い数
学
ねき
で
、
て
い
ね
いに
説
朋
し
、
さ
ら
に

そ
の
応
用
とじ
て
シミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
と
乱数
、
待
ち
行
列
、
保

全
、
在
唾
暫
理
など
の
手
法
冷〒
芙
を
こら
し
て
解
説
し
て
い
る

確
躍
の
「非
轡門
家
」向
き
の
入
門
書
と
して
絶
好
。

蒙
ロ薯
数
学
の
ま
な
び
方

囚三〇畢
90

鑑
叢
響
早
わ
か
リ
現
代
数
学

蓋
呂
遇

!
アド〒
署
新
し
い
数
学

森
〃離
識

」.ケメ
〒
著
新
し
い
数
学
の
構
皓

雷
嚢
一社
会
現
象
の
数
学

野藷
薯
電
子
計
算
機
と
数
学

論
難

玉
八
〇
巴
ア襯

竃
八
〇
巴
〒糊

ペ
レル
マ
ン
著
数
の
魅
力

賠
解

疎

甑
臨
暫
数
学
に
強
く
な
る
法

三
二Ω
円
〒
初

見
る

滴
・≦

は

 

東
工
穴
敦
授

崎
川
範
行
著

新
書
判

三
玉
0
巴
ア70

曽
川
範
行
著

ア
メ
リ
カ
の
ビ
フ
テキ
は
決
し
て
ま
ず
くな
いし
、
ド
イ
ツ
の
店

員
は
ち
っと
も
不
愛
想で
は
な
い
。
ギ
リ
シヤ
が
美
人
だ
ら
け
と

いう
の
も
マ
ユ
ツ
バも
の
だ
・
・
本
で読
み
譜
に
聞
く
外
国
と

実
際
に
目
に
す
る
外国
の
ち
が
い
夕軽
妙な
タ
ソチ
で
、
し
か
し

シ
ャー
プ
な
科
学者
の
眼
で
見
、
描
い
た
外国
案
内
。

科
学
の
散
歩
触騨
鑓
で
新
再
判

三
〇
Q
円
干
沁

矢髭
太薯
室
飛
ぶ
数
学
者

箸
名
な
数
学
者
の
エ
ソセ
イ
集
。
数
学
の研
究
生
活
の
あ
れ
ζ
れ

ア
イ
ン
シ
ュ
タイ
ン
の
横
顔
、
牛
涯
など
、
ユー
モ
ア
と
ウ
ィ
ッ

ト
に
窮
む
疎
干
の名
文
を
築
め
た
。
B
6
判

三
五
〇
円
一〒初

609



〔2,(月 躍日)41年(1966)3月14日

 

昭闘新腸穴郁舘(第3種郵便物甥第1275暑

ロ

ー

ト

レ

て
奪

の
奪

る詩
句
を
あ
げ
一

「生
の
美
し
き
は
死
の
美
しさ
によ

って
の
み
始
め
て
判
断
さ
η得
る」

「死
の
莫
し
さ
は
生
の
美
し
さ
によ

って
のみ
始
め
て
判
断
さ
れ
得
る」

(詩
学
断
想
)

これ
は
単
な
る
警
句
で
も
言
集
の
遊

び
でも
な
い
。
こ
の
パ
ラ
ド
ソ
ク
ス
の

中
に
は
一人
の
胃
年
の
な
ま
な
ま
し
い

現
実
が
ある
は
ず
で
あ
る
.
そ
の
生
の

秘
密
へ手
さぐ
り
で
降
り
て
ゆ
こ
.つと

思
う
の
だ
。

ロ
ー
トレ
ア
モン
。
彼
は
肖
像
を
持

た
な
い
男だ
。
彼
の
死
後
、
あ
ら
ゆ
る

証
拠
は
隠
滅
さ
れた
。
唯
一残
って
い

た
肖
像
を
持
って
い
た
靴
屋
は
官
憲
に

ふ
み
こ
ま
れ
てい
肖
像
を
奪
わ
れ
た
。

靴
屋
は
そ
の後
発
狂
し
た
と
い
う
。
印

刷
築
者
ラ
ク
ロワ
の証
言
が
唯
一残
っ

て
い
る
。
「彼は
目
に
焼
け
て
い
て
髭

を
生
や
し
て
な
か
った
。
神
経
質
で
艮

く
仕
事
を
し
た
。彼
は
夜
毎
、
ゼ
ア
ノ

の
前
に
座
っ
て
書き
は
じ
め
る
の
だ
っ

た
.
和
音
に
合
わ
せな
がら
大
き
な
声

で
詩
句
を
唱
え

」

我
々
が
現
在持
って
いる
彼
の
肖
像

は
、
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル、
ダ
ジ
が
パ
ラ
ノ

イ
ア～
ク
リ
テ
ィ
ック
に
よ
って
描
い

た
も
の
.
こ
こ
には
確
かに
ロ
ー
ト
レ

ア
モ
ン
が
い
る
。私
が文
字
で
す
る
作

業
は
、
ロ
ー
ト
レ
ア
モン
自
身
が
経
に

思
索
の
内笑
の
弁
証法
を
描
く
こ
と
隔

で
き
う
る
蹴ら
はさ
ら
に
奥
底
へと
進

み
、
私
の
現
在
的、
実
践
的
な
問
題
へ

と
繰
り
こ
む
こ
とで
あ
る
。
な
お
、
文

中
特
に
述
へ
な
い限
り
、
引
用
し
て
あ

る
の
は
「マ
ル
ド
ロ
ール
の
歌
」
か
ら

で
あ
る
。

一八
三
〇
年
、七
月
革
命
と
統
い
た

「ブ
ルシ
ヨ
ア
」革
命
はル
イ
ボ
ナ
パ
ル

ト
の
ク
ー
デ
タ
ー
によ
って
締
め
ミ

ら
れ
た
。
プ
ロ
レ
タリ
ア
の
赤
旗
は
三

色
旗
に
膚
殺
さ
れ
た
。功
利
主
義
と
博

愛
主
義
、
相
対
主義
観
念
論
の
横
行
。

人
々
は
エ
ゴ
イズ
ム
と
い
う
再
卓
に

乗
合
わ
せ
る
。
そ
の馬
更
の
あ
と
を
夢

中
に
な
っ
て
追
い
かけ
る
少
年
が
ロ
ー

ト
レ
ア
モ
ン
だ
。
「止
め
て
下
さ
い
、

お
願
い
です
。止
め
て
・
一日
中
歩

き
ど
う
し
で
ぼく
の
足
は
膨
れ
あ
が
っ

て
い
ま
す

」
罵
車
は
逃
亡
ず
る
/

…
逃
亡す
る
イ
・
死
ん
だ
魚
の
よ

う
に
動
か
ぬ
目を
し
た
人
々
。
牝
気
を

ま
る
で
失
な
って
。
一九
世
紀
後
半
と

は
一個
の純
粋
な
魂
に
と
って
は
、
脱

出
す
る
こ
と
ので
き
な
い
恐
る
へき
牢

獄
と
し
てあ
った
。
自
分
が
投
込
ま
れ

て
い
る世
紀
の
戦、
空
ヒ

も
が
い
て

い
る
のは
別
だ
。
自
分
が
い
る
へき
場

所
に
いな
い
と
感
じ
て
人
類
愛
と
は
全

く
の空
請
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
彼
は認

ア
モ

ン
小
論

ω
自

我

人

類

め
る
.「ぼ

く
の
詩
は
、
人
間
と
いう
こ
の

野
猷
を
、
そ
し
て
ま
た
、
こん
な
虫
けへ

ら
を
産
み
だ
す
へき
で
な
か
った
創
造
・

主
を
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
法
で、
ひ

た
す
ら
攻
蟹
す
る
に
あ
る
。
」
(五ー

4
)財

賃
と
栄
光
と
を
求
め
て
相
争
う
人

間
逮
に
満
ち
た
世
界
、
そ
れ
ら
を
お
お

う
偽薔
の数
々
、
言
葉
、
言
葉
・・8㌔

「大
陵
の住
民
た
ち
ー

か
れ
ら
が

いく
ら
ぼく
の
問
題
だ
と
自
称
し
て

も
、今
日
ま
で
ど
こ
一つ
と
して
ぼ
く

に
似
て
い
る
とは
み
え
な
か
った
(も

し
ぽく
が
彼ら
に似
て
い
る
と
思
う
の

な
ら
、
な
ぜ
ぼく
に
危
害
を
加
え
る
の

だ
?
)
「W1
7」

「永
遠
の
牢
獄」
のな
か
で
ロ
ー
ト
レ

ア
モ
ン
は
考
え
に春
乳ぬ
く
。
悪
の
存

在
、
そ
れは
厳
然と
し
た
事
笑
で
あ
っ

塞
三
・・
三
・
・
堺

神
羊、7
5

し
、
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
は
む
し
ろ人
問

の
心
理
の
奥
へ
、
奥
へ
と進
ん
だ
の

完
。凶詩

は
実
践
的
な
真
理
を
目
的と
し

な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
詩
は
、
本質
的

な
原
理
と
、
第
二
麟
的
な
人
生
の
翼
理

と
の聞
に
介
在
す
る
関
係
を
述
べ
る
の

だ
。
す
べて
も
の
ご
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の位
置
を
占
め
で
い
る
。
詩
の
使
命
は

困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
民
衆
を
統
治

す
る
た
め
に
政
治
的
事
件
に
介
入
し
な

い
し、
いわ
ゆ
る
歴
史
的
時
期
、
ク
ー

デ
タ
ー、
反
逆
、
宮
廷
の
陰
謀
な
ど
を

舗
刺し
たり
は
し
な
い
。
そ
れ
は
、
人

聞
が
情熱
的
に
交
え
る
戦
い
、
例
外
的

に
は
自分
自
身
と
の
戦
い
に
つ
い
て
語

り
は
しな
い。
詩
は
、
運
論
的
な
政
治

を
生
かす
よ}2
娼法
則
を
、
世
界
の
平

和
を
、
マ
ヰ
ヤ
ベリ
に
対
す
る
反
論

を
、
プ
ル
ード
ン
の
蓄
作
を
榜
成
し
て

一

三
・

三
・

時
は
一八
六
九
母
、
パ
リ
、
モ
ン
マ

ル
トル
の
み
す
ぼ
ら
し
い
下
宿
で
、
詩

作
に
ふ
け
って
い
た
。
普
仏
戦
争
は
す

で
に
始
ま
り
つ
つ
あ
った
。

「お
な
じ
よ
う
に
創
ら
れ
た
他
の
生

き
物
た
ち
の
う
乳に
、
不
当
な
支
配
力

をふ
る
って
い
る
秘
族
」
(∬
1
七
)

と
ロ
ート
レ
ア
七ン
は
人
類
を
呼

ぷ
。、「人
聞
、
こ
の
最
高
の
筐

(W

⊥

)「事
実
、
人
類
と
い
う
仔
豚
ど
も
の

こ
と
だ
けで
も
考
え
て
み
、た
ま
え
、

「やづ
ら
」
を
他
の
被
造
物
た
ち
か
ら

図
別
し
て
いる
智
能
程
度
と
い
う
も
の

は
、
量知
れぬ
無
限
の
詣
悩
と
い
う
、

償
い
き
れ
ぬ代
価
を
払
って
、
始
め
て

与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
か

?
」
(皿
i
こ

彼
は
人
間
の
肉
体

(存
在
)
と
魂

(意
識
)
の
か
か
わ
り
に
ふ
れ
て
い

は
、
自
分
の
対象
に
む
か
って
エネ
ル

ギ
ノ
シ
一に
努
力を
かた
む
け
る
人
間

の
本
質
力
であ
る」
(マ
ルク
ス
「経

哲
草
稿
」
)

ロ
ー
ト
レ
ア
七
ンは
こう
し
た
説
明

の
笑
体
を
生
き、
蓑
現
す
る
の
だ
。
詩

と
は
そ
う
い
う
も
のだ
。

「そ
う
だ、
ぼく
は
感
じ
て
い
る
、

ぼ
く
の
魂は
肉
体
の岡
の
う
ち
に
と
じ

こ
めら
れて
いて
、
そ
れ
か
ら
身
を
ふ

り
ほ
ど
き、
人
間
の海
が
打
ち
よ
せ
る

浜
辺
か
らと
お
く
逃
れ
る
こ
と
も
で
き

な
い
レ

」
(皿1
一)

悪と
は
人
聞
の
諸
欲
求

(狩
殊
利

宮
)
が社
会
の
利
害
(共
同
利
冨
)
と

矛盾
す
る
限
り
、
必
ず
存
仁す
る
だ
ろ

う。「人お
の
お
の
、
お
てら
く
は
己
自

身
にし
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
を

他
の者
た
ち
に
た
め
せ
と
い
う
原
理
ー

道
徳
の基
礎
」ΩVー
六
)
に
も
と
ず
く

なら
は
、
(も
ち
ろ
ん
こ
の
原
理
が
西

洋
的な
も
のに
と
は
知
って
い
る
。
こ

の小
論
は
「人
お
のお
の
、
己
の
欲
せ

ざ
る
こと
を
他
人
に
な
す
な
。
」
と
い

う
東
洋
的な
原
理
ー
諦
念
1
に
つ
い

て
」
の
根
源
的な
批
判
に
も
し
た
い
と

思
う
)
悪は
あ
る
。
だ
が
悪
と
は
そ
の

は
あ
い
人
間
的、
必
然
的
な
生
命
の
発

現
で
も
あ
る
は
ずだ
。

「意
識は
は
じ
め
か
ら
す
で
に
一

つ
の
社
会
的
な
産
物で
あ
り
、
そ
し
て

一般
に
人
聞
が存
在す
るか
ぎ
り
そ
う

で
あ
る
ほ
か
は
な
い」

「マ
ルク
ス

人
間
性
の
内
奥
を
探
る

た
.
そ
れ
は
彼
の
内
にも
い
つ
の
ま
に

か
住
み
つ
い
て
い
る
。
「彼
は
嘘
つ
き

で
は
な
か
っ
た
。寓
笑を
告
臼
し
、
自

分
は
残
酷
だ
と
い
って
いた
。
」
「む

し
ろ
逆
に
そ
の
主
人公
の
気
高
く
も
邪

悪
に
み
ち
た
思
想
が、
万
人
の
胸
中
に

あ
る
こ
と
を
跨
り
とす
る
も
の
で
あ
る

。
」
「だ
が
、
ぼく
は
悪
穂
を
か
く
す

ど
そ
ん
な
に
偽善
者
で
は
な
い
/
」

悪
とは
一体何
な
の
か
。
戸
ー
ト
レ

ア
モ
ンは
「論
理と
い
う
こ
の
恐
る
べ

き
援
軍
の
力
を
かり
て
」
人
間
性
の
奥

底
に
潜
む
憎
悪
と
邪
悪
と
を
発
見
す

る
。
理
性
と
は彼
に
と
って
、
た
だ
一

つ
頼
む
に
足
る武
器
だ
った
。
こ
の
武

器
を
手
に
と
って
、
彼
は
「人
闇置
頭

脳
の
ひ
だ
の
間に
棲
息
し
て
い
る
現翼

的
で
説
明
の
つ
か
ぬさ
ま
ざ
ま
な
矛

盾
」
の
中
へ
と
突き
進
ん
で
い
く
の

だ
。
詩
とは
彼
に
と
って
、
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
の
自
己
の対
象
化
を
押
し
嘩
め
る

た
め
の
、実
践
的な
力
法
た
った
の
で

あ
る
嚇

さ
ら
に
彼
の
思
雰

甲
へと
入
って

い
く
前
に
彼
の
方法
論
を
示
唆
す
る
9

}渠
桀
擁
鰭
鯉
捷

[

て
、
自
然
の
一部
で
あ
る
人
間
が
、

自
然
とか
かわ
り
つ
つ自
己
を
獲
得
す

る
こ
と
を
説明
し
、
疎
外
さ
れ
た
労
働

と
し
て社
会
の矛
盾
を
類
的
本
質
か
ら

疎
外さ
れ
た個
と
個
と
の
葛
藤
を
明
ら

か
にし
、
経
済
学
へと
向
った
の
に
対

隆

h

4

ロートレアモンの肖像(ダ リ筆)

人
間
の
現
実
を
直
視

い
る
甲
介畳
を、
人
聞
性
の
心
理
学
を

発
見
す
る
の
だ
。
・」
(詩
学
断
想
)

ロ
ー
トレ
ア
モン
が
戦
闘
的
社
会
主

義
者
で
あ
り、
革
命
家
で
あ
った
と
い

う
推
測
も
あ
る。
だ
が
、
こ
の
小
論
で

は
そ
う
し
た
こと
は
問
題
に
し
な
い
で

お
こ
う
。
混沌
た
る
世
界
と
人
問
の
不

条
理
性
の
只中
へ、
彼
が
確
固
と
し
た

理
性
に
支
えら
れ
て
入
って
い
った
こ

と、
それ
に
お
そ
ら
く
歴
史
の
法
則
に

合
到し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
を
確
認
す

る
に
止め
よ
う
。

く
。
人
間
の
な
かに
諸
々
の
素
質
、
能

力
と
し
て
衡
動と
し
て
実
存
し
て
い

る
、
自
然
的な
諸
力
、
生
命
藷
力
と
、

そ
れ
ら
を
確
趾す
る
と
こ
ろ
の
人
間
の

自
己
悪
識
、
及
び意
識
に
も
と
ず
い
て

自
己
を
生
成
し
てい
く
人
聞
の
自
然
史

ー
歴
史
に
つ
い
て.

「そ
れゆ
え
、
対
象
的
な
感
性
的
な

存
在
と
し
て
の人
間
は
、
一つ
の
受
苫

的
な
存
在
であ
り
、
自
分
の
苦
悩
を
感

受
す
る
存
在て
あ
る
か
ら
、
一つ
の
情

}軸熱
的な
存
在で
あ
る
。
情
熱
、
激
摺

し
た
幼
児
の
純
粋
無
垢さ
を暴
力
的
に

突
き
破
って
し
か
、
社会
の中
で
人
間

は
自
己
の
人
間
的
請欲
求
を
満
た
し
え

て
こ
な
か
っ
た
の
だと
いう
、
着
渋
を

耐
え
っ
っ
も
眞
載
な
認識
の表
現
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

「あ
あ
、
菩
と
は、
そ
し
て
悪
と
は

い
った
い
な
んだ
ろ
う?
お
な
じ
もの

で
は
な
か
ろ
う
か
?そ
ん
な
も
の
を
も

と
に
し
て
、
馬
鹿
げ
き
った
こ
と
ば
か

り
し
な
が
ら
、
ぼく
たち
は
、
無
限
を

め
ざ
ず
情
熱
と
、
し
かも
そ
れ
が
で
き

な
い
ζ
と
を
証
明
し
よう
と
や
っき
に

な
って
い
る
わ
けだ
.
そ
れ
と
も
、
二

つ
の
べ
つ
な
も
の
な
の
か?
そ
う
だ
ー

i
…
む
し
ろ
、幽つ
のも
の
で
あ
って
く

〈
ド
イ
ツ
・イ
デ
オ
ロギ
ー
〉)
幼
児

の
よ
う
に
彼
(彼
女
)
が
殆
ど
自
然
と

同
一で
あ
る
とき
、
彼
(彼
女
)
の
存

在
と
意
戯と
は
未
分
化
だ
か
ら
、
彼

(彼
女
)は
悪
む
藷
も
知
ら
な
い
.
マ

ル
ド
ロ
ー
ル
が
「ま
ず
二
凋簡
、
爪
を

伸
は
し
っ
ぱな
し」
に
し
て
お
い
て
、

そ
の
爪
で子
供
の胸
を
「く
っさ
り
と

、
だ
が
殺し
て
し
ま
わ
な
い程
度
に
」

突き
さ
し
て
、
血
を
す
す
った
り
、
少

年
に
力と
悪
と
の
支
配
を
説
い
た
り
、

少
女
を
強
蝕し
た
り
す
る
の
は
、
そ
う

れ

…
;」
(工
;
6
)
だ
から
、彼

は
決
し
て
宗
教
家
や
モ
ラ
リ
ス
ト
には

く
み
し
な
い
。

翼

と
は
威
偽
の
行
為
だ
」
(詩

{
断
想
)

「全
体
と
し
て
は
グ
ロ
テ
スク
に
す

ぎ
な
い
、
う
わ
へだ
け
の誰
厳」
(近

⊥
一)

彼
に
は
人
間
の
現
笑
が
問題
だ
った

の
で
あ
り
、
「良
心
の
ほ
の暗
い奥
膳

や
、
秘
や
か
な
繊
維
組織
のな
か
へ向

って
」
(∬
-
)
ゆ
き
、
「や
は
り
万

古
不
易
で
、
君
の
公
理
と
平
行し
て
ゆ

く
、
他
の
い
く
つ
か
の
公
理
」
(Vl

一)
を
発
見
す
る
こ
と
が
問題
だ
った

の
で
あ
る
。
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
が
「あ

ら
ゆ
る
事
柄
の
世
界
の
う
ち
にあ
る
。

ぼ
く
の
性
格
」
を
ふ
く
よ
か
に
合
理的

に
理
解
し
て
ゆ
く
過
稗
が
「マ
ル
ド
ロ

ー
ル
の
歌
」
の
第
五
の
臥
ま
で
であ

る
.「ぼ

く
は
こ
こ
で
煽
勤
者
の
役を
演

じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く、
経

験
か
ら
語
って
い
る
の
だ
。
」
(Vー

一)こ
う
譜
る
こ
と
が
で
きる
よ
う
に
な

る
ま
で
、
彼
は
実
に
、
勇
敢
に
歯
を
食
、

い
縛
り
な
が
ら
自
昌
の
存
在
の
中
へ
と

踏
み
入
って
い
く
。

「夜
乙
と
の
こ
と
だ
。
六
陪
の
部
屋

で
、
仕
事
机
に
う
つ
む
い
て
、
栄
光
を

夢
み
て
い
る
琶
牢
が
、
真
覆
甲
の
し
じ

ま
の
時
に
、
何
の
も
の
と
も
レ
れ
ぬ
か

す
か
な
物
音
を
耳
に
し
て
、
順
想
と
埃

ま
み
れ
の
原
稿
と
で
お
も
い
頭
を
め
ぐ

ら
し
て
四
方
を
う
か
が
う
、
だ
が
、
な

に
ご
と
も
な
い
、
ひ
ど
く
弱
々
し
い

が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
き
こ
え
て
く
る

物
音
の
い
わ
れ
を
明
か
す
よ
う
な
、
徴

候
は
ひ
と
つ
も
み
つ
か
ら
な
い
.
や
っ

と
気
が
つ
い
て
み
る
と
、
蝋
燭
の
煙

が
、
天
井
に
む
か
って
た
ち
の
ぼ
り
、

ま
わ
り
の
空
気
を
と
お
る
と
き
に
、
壁

の
釘
に
ひ
っか
か
った
紙
き
れ
を
ほ

と
ん
ど
自
に
み
え
ぬ
ほ
ど
ふ
る
わ
し
て

いる
。
六
階
の
部
屋
で
、
栄
光
を
夢
み

て
いる
青
年
が
、
な
ん
の
も
の
と
も
し

れ
ぬ
か
す
か
な
物
膏
を
耳
に
す
る
よ
う

に
、
ぼ
く
に
も
、
耳
も
と
で
さ
さ
や
く

調
べの
よ
い
音
が
き
乙
え
る
、
「
マル

ド
ロ
;ル
よ
」
と
」
(N
-
8
)

実
際
、
彼
は
こ
ん
な
具
合
に
俺
活
し

て
いた
だ
ろ
う
詩
と
は
彼
に
と
って
ギ

リ
ギ
リ
の
自
己
の
対
象
化
の
た
め
の
実

践
的
な
方
法
だ
った
と
私
は
先
に
述
へ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
ペ
ン
を
捨
て

る
こ
と
な
し
に
、
激
情
を
押
え
っ
っ
重

苫
し
く
自
己
史
を
形
成
し
て
ゆ
く
.

「お
お
、
ぼ
く
は
な
ん
て
弱
って

いる
ん
だ
ろ
う
/
問
題
じ
や
な
い
、
そ

れ
で
も
ぼ
く
は
ペ
ン
軸
を
持
上
げ
る
力

は
あ
る
し
、
わ
が
思
想
を
追
求
す
る
勇

気
も
あ
る
。
需
を
伴
って
嵐
で
、
小
供

の
よ
う
な
ぼ
く
を
悩
ま
し
た
って
、
そ

た
が
い
った
い
創
造
主
に
と
って
な
ん

に
な
った
と
い
う
の
だ
ろ
う
?
や
っぱ

り
ぽ
く
は
あ
く
ま
で
も
書
く
決
心
を
変

え
な
いそ
。
こ
の
棚
帯
が
邪
魔
に
な
る

し
、
部
屋
の
空
気
は
血
な
ま
ぐ
さ
い
臭

い
に満
ち
て
い
る
が
:
」
(皿
1
2
)

(続
く
)
(京
大
文
学
部
四
回
生
)
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サ

ル
ト
ル
の
"失
敗
"の
意
義

"小
説
"の
意
識
過
剰
は
病
気
の
徴
候

モーリス・ナドー著

戦後の フランス小 説

小
説
、
あ
る
い

は
広
津
和
郎
流
に

いえ
ば
散
文
去
術

は
、
実
人
生
、
実

社
会
に
隣
接
し
た

芸
術
て
あ
って
、

つね
に
二
つ
の
相

反
す
る
力
向
を
ふ

く
ん
で
い
る
.

つは
現
笑
社
会
へ

山

戦
後
の
フ
フ
ン
ス
小
説
の
濫史
につ

い
て
も
、
こ
の
図
式
は
当
ては
ま
る
よ

う
た
。
戦
後
し
ば
ら
くは
小
脱
のカ
ー

ヴ
は
現
実
に
接
近
し
(レジ
スタ
ン
ス

の
文
学
、
サ
ル
ト
ル
、
カ、、ユ
、
ア
ン

ゴ
ン
ら
)
、
イ
ン
ドシ
ナ
戦争
、
ア
ル

ジ
ェリ
ア
戦
争
を
へ
て
、
フラ
ン
スの

社
会
が
交
疋
す
る
に
つれ
、
そ
の
カ
i

一ー
ヴ
は
「芸
術
」
へ
と
ヒ昇
し
て
い
く
、

の
積
極
的
関
心で
あ
り
、
他
方
は
芸
術

と
し
て
の
形
式
的完
成
への
配
楓
で
あ

る
。
小
説
の
こ
の
二
つの
側
面
が
う
ま

く
釣
合
って
い
る時
期
は
歴
叉
的
に
み

て
ご
く
ま
れ
なよ
う
だ
。
社
会
の
変
動

期
に
は
、
小
説は
現実
に
接
近
し
て
新

し
い
内
容
を
貧欲
に
と
り
い
れ
、
と
き

に
は
小
説
で
ある
こと
を
やめ
さ
え
す

る
(ル
ポ
ル
タ
ージ
ュ、
ノ
ン
・ソ
ィ

ヶ
シ
」
ン
)
。
社
会
の
蚕
尼
が
っ
づ

き
、
慕
平
ム
ード
な
と
と
い
う
　、口葉
か

は
や
り
出す
と
、
小
説
は
変
り
ば
え
の

し
な
い現
実
社
会
に
あ
さ、
内
容
の
貧

困
化
を
形
式的
運
新
の
こ
こ
ろ
み
、

「芸
術性
」に
よ
って
お
ぎ
な
お
っと

す
る
。小
説
の歴
史
は
い
わ
ば
現
実
と

芸
術と
の間
に
サ
イ
ク
ル
を
え
が
い
て

いる
。

そ
し
て
現
実
接
近
へ
の反
動
と
し
て
、

バ
ル
ザ
ソ
ク
型
の小
説
へ
の反
省
・批

判
が
生
じ
、
これ
ら
が
「ア
ン
チ
・ロ

マ
ン
」
と
か
「メ
ーヴ
士1
・ロ
マン

の

」
と
か
よ
ば
れる
新
嫡
向
を
生
み
だ
し

て
い
く
。

現
実
型
の小
説
に
お
い
て
は
、
「小

説
」
は
と
く
に意
識さ
れ
す
、
"
ル
ト

ル
の
場
合
の
よう
に
思
想
の
全
分
野
を

包
㌔
す
る
も
のだ
った
。
ロ
マン
か
と

田

稔

知
識
人
と
し
て
の
着
意
そ
の
理
諭
、
ア

ン
ガ
ー
ジ
一
マン
の
意
義
そ
の
他
は
み

と
め
る
に
し
て
も
、
彼
に
は
小
説
宏
の

天
分
は
な
か
った
と
の
へ
て
い
る
。第

[に
、
ツ
ル
ト
ル
に
は
、
人
間存
石
に

肉
づ
け
し
、
生
命
を
あ
た
え
る
「影
の

他
帯
」
を
照
ら
し
だ
す
能
刀
が
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
、
平
板
な
イ
メ
ージ
ーし

が
あ
た
え
る
こ
と
が
て
き
ず
「自
由
へ

の
道
」
を
放
桑
せ
ざる
を得
な
い
の
て

あ
る
。

し
か
し
、サ
ルト
ル
(そ
し
て
カ
ミ

ュ
さ
え
も
)
の失
敗
は
、
今
日
、
ア
ン

チ
・ロ
マ
ンだ
、
ヌ
ーヴ
士ー
・ロ
マ

ン
だ
と
さ
けん
て
いる
小
説
病
患
者
に

く
ら
へ
る
と
、は
る
か
に
み
の
り
ゆ
た

か
な
問
題性
を
はら
ん
て
い
た
よ
う
に

思
う
。
文
学
の分
野
だ
け
に
か
ぎ
って

み
て
も
、
そ
こ
には
現
実
への
参
加
に

徴
候
だ
と
い
って
よ
い
。

　

モ
ー
Uズ
・ナ
ド
ー
は
シ
ュ
ー
ル
レ

ア
リ
ス
ム
の
歴
史
を
書
い
た
り
、
現
在

も
「新
文
学
」
と
い
う
雑
品
の
編
集
長

を
や
って
い
る
人
で
、
文
学
の
新
し
い

順向
に
た
い
し
て
は
同
情
的
な
の
だ

が、
一九
=
年
生
ま
れ
の
男
ら
し

く
、サ
ルト
ル
ら
に
た
い
す
る
共
感
を

も
す
て
き
れ
ず
、
人
生
的
・罎
学
的
傾

向
の
文
学
(現
実
参
加
派
)
と
去
術
派

と
、
こ
の
両
者
の
問
を
ゆ
れ
う
ご
い
て

いる
。
お
そ
ら
く
Aマ日
の
あ
ら
ゆ
る
誠

実
な
文
学
者
が
そ
う
て
あ
る
よ
う
に
。

た
だ
、
こ
の
戦
後
小
説
の
歴
史
は
、
あ

ま
り
に
も
「小
説
」
に
締
着
し
た
観
点

から
書
か
れて
いて
、
個
々
の
作
家

が、
小
説
や
文
学
よ
り
も
ま
ず
、
人
生

に
っ
いて
、
社会
に
つい
て
ど
の
よ
う

な
基
本
的な
考
え
力
を
し
て
い
る
か
と

い
う
、
文
学で
も
っと
も
大
事
な
点
に

はふ
れ
て
いな
い。
そ
こ
に
私
は
不
満

を
お
ぼ
え
る
。巻
木
に
付
録
と
し
て
戦

後
の
か
説
理
論
の代
表
的
な
も
の
十
四

篇
の
抜
華
が
つ
いて
いる
の
は
便
利
だ

が
、
こ
う
い
うの
を
拾
い認
み
し
て
、

バ
ル
サ
ノ
ク
やト
ル
スト
イ
は
古
い
な

ど
と
ア
ン
チ
・ロ
マン
の
片
棒
を
か
つ

ぐ
連
中
に
私は
反
対
す
る
。
(み
す
ず

書
房
刊
・B
6判
・
二〇
三ペ
ージ
・

五
五
〇
円
)
(京大
教
饗
都
助
教
援
)

う
か
と
い
っ
たこ
と
は
、
末
梢
的
な
問
譜
っ
て
、人
生
の探
究
と
し
て
の
文
学

題
て
し
か
な
か
った
のて
あ
る。

も
っ
とも
、
こ
のこ
と
は
、
サ
ル
ト

ル
に
お
い
て小
説
は
、
た
と
え
ば
バ
ル

ザ
ソ
ク
や
ト
ル
スト
イ
の
よ
、つな
人
輪

の
化
を
賦
かす
こと
に
成
功
し
た
と
い

う
こ
と
に
は
かな
ら
ず
し
も
な
ら
な

い
。
そ
の
点は
ナ
ド
ーも
は
っき
り
と

見
ぬ
い
て
いて
、
か
り
に
サ
ル
ト
ル
の

を
回
復
し
よ
う
と
いう
意
図
が
み
ら
れ

た
から
だ
。こ
とさ
りに
「小
説
」
を

意
識
し
な
か
っ
た
ソ
ソン
ス
の
戦
後
文

学
(
ζし
て
日
本
の第
一次
戦
後
派
)

に
お
い
て
、小
説
はな
お
健
康
な
生
命

を
保
持
し
て
い
た
。健
康
な
人
問
は
生

命
を
こ
と
さら
意
識
す
る
こと
は
な

い
。
「小
説
」
の
意識
過
剰
は
病
気
の
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